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雲
南
市
土
地
開
発
公
社 

 

分
譲
住
宅
地 

分
譲
進
む 

 

こ
の
公
社
は
雲
南
市
合
併
と
同

時
に
そ
れ
ま
で
旧
町
村
毎
に
行
わ

れ
て
い
た
公
社
を
一
本
化
し
雲
南

市
土
地
開
発
公
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
定
住
人
口
の
増
加

を
目
指
し
て
各
地
区
で
分
譲
住
宅

地
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
の
と
こ
ろ
分
譲
が
進
ん
で
お

り 

吉
田
地
区
で
二
区
画
、
木

次
・
吉
井
団
地
、
西
日
登
、
加
茂
・

雲
並
、
大
東
・
新
庄
で
分
譲
が
進

み
、
飯
田
で
は
十
区
画
を
完
売
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は

環
境
抜
群
の
区
画
が
残
っ
て
い
ま

す
。
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
る
方
、
土
地
を
求
め
て
い

る
方
、
是
非
ご
検
討
下
さ
い 

  
 

高
速
道
開
通
か
ら
３
カ
月 

た
た
ら
ば
壱
番
地
の
今 

 

窪
田
蔵
郎
先
生
を
御
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
窪
田
先
生
は
大
正
１５
年
の

お
生
ま
れ
、
平
成
１１
年
没
。 

昭
和
２４
年
日
本
鉄
鋼
連
盟
に
就
職 

２６
年
ご
ろ
か
ら
古
代
の
鉄
滓
（
て

つ
さ
い
）の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め

る
。
金
属
考
古
学
の
中
で
も
「
鉄
だ

け
」と
云
う
狭
い
分
野
に
傾
倒
す
る

こ
と
約
３０
年
。
金
糞
（
か
な
く
そ
）

マ
ニ
ア
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
没
頭
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界
中
を
歩
く
。

名
著
「
鉄
の
考
古
学
」
は
司
馬
遼
太

郎
氏
の
「
街
道
を
ゆ
く
」
シ
リ
ー
ズ

第
７
巻
「
甲
賀
と
伊
賀
の
道
、
砂
鉄

の
道
ほ
か
」
に
多
数
引
用
さ
れ
、
司

馬
氏
が
鉄
に
興
味
を
抱
か
れ
る
原

点
に
な
っ
て
い
る
。
窪
田
氏
か
ら

「
全
て
を
鉄
の
歴
史
村
に
寄
付
し

た
い
」
と
の
申
し
出
を
戴
い
た
。 

小
田
原
市
の
ご
自
宅
に
は
所
狭
し

と
著
書
・
蔵
書
・
世
界
か
ら
蒐
集
さ

れ
た
標
本
類
が
並
ん
で
い
た
。 

こ
の
書
斎
に
泊
ま
り
込
み
卒
論
を

仕
上
げ
た
猛
者
も
い
る
と
言
う
。 

鉄
に
興
味
の
あ
る
方
、
鉄
を
学
ぶ
な
ら

吉
田
町
・
鉄
の
歴
史
村
「
窪
田
蔵
郎
文

庫
」
に
是
非
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。 

今
年
１２
月 

窪
田
先
生
の
３
回
忌
で

す
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

三
月
末
に
中
国
道
に
繋
が
っ
た
松
江

道
も
三
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。 

開
通
後
の
交
通
量
は
開
通
前
の
１，８

倍
、
五
月
の
連
休
に
は
２
万
台
を
超

え
、
平
均
１
万
２
千
台
余
で
前
年
比

２，４
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
５４
号
線
で
は
５
～
６
割
の

減
少
。
総
体
的
な
交
通
量
の
増
加
に

よ
り
沿
線
の
道
の
駅
な
ど
の
来
客
は

多
め
に
推
移
し
た
状
況
で
す
。 

ま
た
「
た
た
ら
ば
壱
番
地
」
で
は
出

雲
大
社
効
果
も
加
わ
り
連
日
大
盛
況

で
す
。
一
方
で
ト
イ
レ
利
用
客
の
急

激
な
増
加
で
浄
化
槽
が
パ
ニ
ッ
ク
。 

急
き
ょ
ト
イ
レ
の
使
用
制
限
や
仮
設

ト
イ
レ
の
設
置
、
駐
車
場
制
限
等
の

窪
田
蔵
郎
文
庫
の
す
ご
さ 

村
下
屋
敷
と
三
番
屋
敷
、
国
の
重

要
文
化
財
に
追
加
指
定
決
定
。 

 

一
月
に
答
申
の
あ
っ
た
菅
谷
高
殿
に
隣

接
し
た
通
称
「
三
軒
長
屋
」
が
国
の
重

要
文
化
財
に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

菅
谷
高
殿
施
設
は
現
在
五
年
計
画
で
解

体
修
理
中
で
す
。
高
殿
部
分
は
当
初
２５

年
度
に
完
了
予
定
で
し
た
が
予
想
以
上

に
損
傷
が
著
し
く
一
旦
解
体
補
修
し
組

み
直
し
を
行
う
た
め
一
年
間
工
期
が
延

長
さ
れ
ま
す
。
新
し
く
指
定
さ
れ
た
三

軒
長
屋
は
２７
～
２８
年
度
に
改
修
さ
れ

る
予
定
。
総
事
業
費
５
億
３
千
万
円
余
。 

 

編
集
後
記 

空
梅
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

こ
こ
の
と
こ
ろ
梅
雨
ら
し
い
天
気
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
ひ
と
安
心
で
し
ょ
う
。
毎
年

梅
雨
明
け
前
の
豪
雨
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
未

改
良
の
道
路
な
ど
早
期
に
対
策
と
計
画
さ
れ

た
工
事
の
早
期
発
注
を
願
い
ま
す
。
い
よ
い

よ
今
年
も
後
半
で
す
。
御
身
大
切
に 

眞 
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平日はやや落ち着いたものの土・日
祭日は大賑わい。トイレと吉田町は
じめ市内への誘導対策が緊急課題。 

緊
急
的
対
応
策
が
取
ら
れ
ま
し
た
。 

連
休
後
ト
イ
レ
を
節
水
型
に
取
り
換

え
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
増
設
も
行
わ

れ
ま
し
た
が
現
在
全
て
供
用
す
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
原
水

タ
ン
ク
が
建
設
さ
れ
ま
す
が
完
成
は

１０
月
。
早
期
に
浄
化
槽
増
設
な
ど
抜

本
対
策
に
着
手
し
て
戴
き
た
い
。 

「
た
た
ら
ば
壱
番
地
」
は 

国
交
省
の
除
雪
基
地
・
チ
ェ
ー
ン
脱

着
場
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
施
設

で
す
。
高
速
道
か
ら
降
り
た
左
右
の

駐
車
場
は
高
速
道
路
内
で
、
冬
季
の

チ
ェ
ー
ン
の
脱
着
や
除
雪
機
械
の
基

地
で
す
。
機
械
車
庫
の
前
の
広
場
は

緊
急
時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
使
用

さ
れ
る
重
要
な
場
所
で
す
。
定
期
高

速
バ
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
や
回
転 

に
支
障
が
出
る
こ
と
な
く
安
全
に
利

用
さ
れ
る
た
め
お
互
い
に
ル
ー
ル
を

守
り
駐
車
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
の
ト
イ
レ
入
り
口
の
「
縁
石
段

差
」
は
国
交
省
の
理
解
を
得
て
近
日

中
に
改
善
さ
れ
る
予
定
で
す
。
当
面

「
身
障
者
用
駐
車
場
」
が
「
た
た
ら

ば
壱
番
地
」
の
正
面
玄
関
横
に
あ
り

ま
す
。
そ
ち
ら
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

市
内
５４
号
へ
誘
導
策
早
急
に
必
要
。 

 

お元気な頃の窪田先生。書斎
に積まれた蔵書・資料全てを
鉄の歴史村にご寄付戴いた。 

市
政
施
行
１０
周
年
記
念
事
業 

 

来
年
１１
月
に
１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

市
で
は
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
雲

南
市
の
歌
」
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
作
詞
は
公
募
。
た
だ
し
雲
南
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
。
作
曲
者
は
指
名
し

委
託
す
る
と
の
こ
と
。
ご
応
募
を
。 

 

http://www.nanushi.com/blog/

